
データ  シート
Cisco Unified MeetingPlace 5.4 for Microsoft Outlook
Cisco® Unified MeetingPlace® for Microsoft Outlook は、 リ ッチメディア会議を Microsoft Outlook に統合します。

製品概要

Cisco Unified MeetingPlace 会議システムは、 シスコ  ユニファイ ド  コ ミ ュニケーシ ョ ン製品シ リーズの 1 つと して、 音声、 ビデ

オ、 および Web 会議機能を統合する こ とで、 リ ッチメディア会議ソ リ ューシ ョ ンを提供します。 この製品は、 フェイスツー

フェイスの会議と変わらない自然で効果的な リモート会議を実現し、 会議の生産性を向上させます。 Cisco Unified MeetingPlace
ソ リ ューシ ョ ンは、 ファ イアウォールの内側にオンネッ ト と して配置され、企業のプライベート  ネッ ト ワークの音声、データ、

エンタープライズ アプリ ケーシ ョ ンを直接統合します。 そのため、 コス ト を大幅に削減し、 セキュ リ ティを確保できる と と も

に、 使いやすさにも優れています。

シスコ  ユニファイ ド  コ ミ ュニケーシ ョ ン システムにおける音声、ビデオ、IP コ ミ ュニケーシ ョ ンの製品およびアプリ ケーシ ョ

ンは、 企業のコ ミ ュニケーシ ョ ンを円滑にし、 ビジネス  プロセスの短縮、 適切な リ ソースへの迅速なアクセス、 および利益の

拡大を可能にします。

Cisco Unified MeetingPlace 5.4 for Microsoft Outlook は、Cisco Unified MeetingPlace リ ッチメディア会議を  Microsoft Outlook のユー

ザ環境に統合します。 このソ リ ューシ ョ ンによ り、 Outlook の予定表から、 統合された音声、 ビデオ、 および Web 会議をセッ

ト アップした り会議に出席したりするこ とが簡単にできます。 Cisco Unified MeetingPlace 5.4 for Microsoft Outlook は、 メ ッセー

ジングおよび予定表管理ですでに使用されているデスク ト ップ ツールに、 強力なコラボレーシ ョ ン機能を直接組み込み、 セッ

ト アップ手順を簡単にするこ とで、 リ ッチメディア会議の導入を促進し、 コ ミ ュニケーシ ョ ンと コラボレーシ ョ ンを向上させ

ます。

主な機能と利点

手軽なリ ッチメディア会議のセッ トアップ

Cisco Unified MeetingPlace for Microsoft Outlook は Outlook の予定表機能および会議スケジュール機能と統合されるため、 ミー

ティ ング開催通知を送って会議室を予約するのと同時に音声、 ビデオ、 および Web 会議リ ソースを予約するこ とができます

（図 1）。
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図 1 Outlook での Cisco Unified MeetingPlace 会議のスケジュール

Cisco Unified MeetingPlace リ ッチ メディア会議をセッ ト アップするには、 ミーティ ング招集者は、 Outlook ミーティ ング開催

フォームの [MeetingPlace] タブの [Make this a MeetingPlace meeting] ボッ クスをチェッ クするだけです。ミーティング開催通知を

送信する と、 Cisco Unified MeetingPlace for Microsoft Outlook で Cisco Unified MeetingPlace システムのリ ソースが予約され、参加

予定者に送信する  Cisco Unified MeetingPlace 情報がすべて Outlook に引き継がれます （図 2）。 リ ソースが利用できないために

Cisco Unified MeetingPlace 会議をセッ ト アップできない場合、 ミーティング招集者が [Check Availability] リ ンクをク リ ッ クする

と、 当該日および Cisco Unified MeetingPlace システムでミーティングを開催できる他の日時の全スケジュールが表示されます。

Cisco Unified MeetingPlace プラ ッ ト フォームでミーティングがセッ ト アップされる と、 音声、 ビデオ、 および Web に対応した

形式で Outlook 会議の詳細、および Cisco Unified MeetingPlace 会議情報が載った ミーティング開催通知が全参加対象者に送信さ

れます。

Cisco Unified MeetingPlace for Microsoft Outlook は、 継続ミーティングに幅広く対応しています。 Outlook で継続ミーティングを

セッ ト アップする と、 この一連のミーティングは Cisco Unified MeetingPlace 会議に引き継がれます。 一連のミーティングのう

ち、 1 つのミーティングの取り消しまたはスケジュール変更が行われる と、 Cisco Unified MeetingPlace システムでは自動的にこ

の変更が複製されます。
© 2007 Cisco Systems, Inc. All right reserved.
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図 2 Outlook の予定表 エン ト リおよびミーティ ングの詳細

リ ッチ メディア会議への簡単な出席

Cisco Unified MeetingPlace for Microsoft Outlook では、 Outlook の会議リマインダー通知を 1 回ク リ ッ クするだけで、 リ ッチ メ
ディア会議に出席できます。 Cisco Unified MeetingPlace 会議用の Outlook 会議リマインダー通知には、 電話番号およびビデオ番

号 （省略可能） と と もに [Connect Me] ボタンが表示されます （図 3）。 このボタンをク リ ッ クする と、 該当する電話 （またはビ

デオ システム） へ自動的にダイヤルされ、 同時に音声、 ビデオ、 および Web 会議に接続されます。 つま り、 1 回ク リ ッ クする

だけで、 音声、 ビデオ、 および Web を使用した ミーティングに参加するこ とができます。

リ ッチ メディア会議への出席は簡単なため、ミーティングを予定どおりに始めるこ とができ、ビデオ会議を始めるためのリモー

ト  コン ト ロールや、音声、 ビデオ、および Web という異なる ミーティングへのダイヤル操作に重要な ミーティングの時間を費

やす必要があ り ません。
© 2007 Cisco Systems, Inc. All right reserved.
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図 3 Outlook からワン クリ ックでミーティ ングに接続

Microsoft Outlook との優れた統合性

Cisco Unified MeetingPlace for Microsoft Outlook は 1999 年に出荷を開始し、 現在では数百もの組織で使用されています。 このア

プ リ ケーシ ョ ンは、 実績のある成熟した製品であ り、 ユーザや管理者にとって多彩で信頼性のある操作性を提供します。

製品アーキテクチャ

Cisco Unified MeetingPlace for Microsoft Outlook は、 Outlook デスク ト ップ ク ライアン ト用の Cisco Unified MeetingPlaces ソフ ト

ウェア アド インおよび Microsoft Outlook サーバ ソフ ト ウェア用の Cisco Unified MeetingPlace とい う  2 つのソフ ト ウェア コン

ポーネン トから構成されています。 Cisco Unified MeetingPlace for Microsoft Outlook の他のコンポーネン ト と しては、 Microsoft
Exchange Server と  Cisco MeetingPlace 8100 シ リーズ音声サーバ プラ ッ ト フォームがあ り ます。

Cisco Unified MeetingPlace for Microsoft Outlook クライアン ト

Cisco Unified MeetingPlace for Microsoft Outlook アド インは、Outlook ク ライアン トにインス トールされ、開催通知およびミーティ

ングのセッ ト アップ時に Cisco Unified MeetingPlace 会議機能用のインターフェイスを提供します。 ミーティング開催通知を送

信する際に、 このアド インによって Cisco Unified MeetingPlace for Microsoft Outlook サーバとの通信が行われる と、 Cisco Unified
MeetingPlace 8100 シ リーズ プラ ッ ト フォームとの通信が開始され、 必要な音声、 ビデオ、 および Web リ ソースが予約されま

す。 リ ソースが利用できない場合、 このアド インからユーザにメ ッセージが送信され、 該当ユーザがスケジュールの重複を解

消する操作を行う まで出席依頼が延期されます。

Cisco Unified MeetingPlace for Microsoft Outlook サーバ

Cisco Unified MeetingPlace for Microsoft Outlook サーバは、 Cisco Unified MeetingPlace システムの一部と し て Cisco Media
Convergence Server （MCS） で稼働します。Cisco Unified MeetingPlace アド インと  Cisco Unified MeetingPlace 8100 シ リーズ プラ ッ

ト フォームとの通信は、 Cisco Unified MeetingPlace for Microsoft Outlook サーバを介して行われ、 Unified MeetingPlace ログイン、

ミーティングのセッ ト アップ、 およびミーティングの参加情報が交換されます。

システムの容量

各 Cisco Unified MeetingPlace for Microsoft Outlook サーバは、 1 つの Cisco Unified MeetingPlace システムをサポー ト し、 Cisco
Unified MeetingPlace システムと同じ最大ユーザ数をサポート しています。
© 2007 Cisco Systems, Inc. All right reserved.
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機能

ミーティ ングのセッ トアップ

• 統合スケジュール ― Cisco Unified MeetingPlace リ ッチ メディア会議は、Outlook 会議開催フォームおよび Outlook 予約フォー

ムから直接セッ ト アップできます。 
• ミーティング ID ― 専用のミーティング ID を選択するこ と も、 システムから割り当ててもら う こ と もできます。 ミーティ

ング ID は、 単語またはニーモニッ クをダイヤルパッ ド上で綴ったと きの数字で指定するこ と もできます。 たとえば、 各文

字に対応する電話のダイヤル パッ ド  キーを押す場合、 「computer」 は 「26678837」 にな り ます。 
• リ ソースのアベイラビ リ ティ  ― ユーザの希望日時に Cisco Unified MeetingPlace リ ソースが利用できない場合、 [Check

Availability] リ ンクをク リ ッ クする と、リ ソースが利用可能な他の日時が表示され、スケジュールを変更するこ とができます。 
• 継続ミーティング ― ミーティングは、 定期的に一定の回数開催するよ うに設定できます。 オプシ ョ ンには、 毎日、 1 週間

に 1 度、 2 週間に 1 度、 1 か月の特定日、 1 か月の特定曜日、 および平日のみがあ り ます。 

通知

• 自動通知 ― ミーティング情報および Cisco Unified MeetingPlace Web 会議へのリ ンクは、 自動的に参加予定者の予定表のエ

ン ト リに追加されます。

• ミーティングの変更 ― 会議が変更または取り消された場合、 参加予定者に自動的に通知されます。 

出席

• Outlook 予定表 ― 通知は、 Outlook 予定表に自動的に追加されます。 
• ミーティングへの参加 ― 音声、 ビデオ、 および Web 会議には Outlook 予定表エン ト リから直接参加します。

• 変更可能 ― データ入力用フォームおよび通知メ ッセージ用フォームは、 変更が可能です。 

システムの機能

• 自動更新 ― System Manager を使用して Cisco Unified MeetingPlace for Microsoft Outlook ソフ ト ウェア アド インのパラ メータ

または設定を変更した場合、 あるいは新しいバージ ョ ンのアド インがダウンロードできる場合、 [Update] リ ン クが Cisco
Unified MeetingPlace ウ ィンド ウに表示され、 新しいソフ ト ウェアが自動的にダウンロード されてインス トールされます。 

• 設定 ― Cisco Unified MeetingPlace 会議のスケジュールおよび出席用の全 Cisco Unified MeetingPlace フォーム、および Outlook
で送信される ミーティング開催通知に載る  Cisco Unified MeetingPlace 情報は、 管理者が変更できます。

• 予約不要 （リザベーシ ョ ンレス） オプシ ョ ン ― ミーティング ID を使用して音声、 ビデオ、 および Web 会議を開催するこ

とができます。 この場合リ ソースを予約する必要があ り ません。

クリ ックによる会議参加オプシ ョ ン

• ワンク リ ッ クによる参加 ― Outlook の [MeetingPlace] タブの [Connect Me] ボタンをク リ ッ クする と、 音声またはビデオ会議

にダイヤルし、 ブラウザが起動して Web 会議に参加するこ とができます。 
• Outlook 予定表からの参加 ― Outlook 予定表の [予定] ウ ィンド ウの URL をク リ ッ クする と、 ブラウザが起動し、 Web 会議

に参加するこ とができます。

言語サポート

• 言語オプシ ョ ン ― Cisco Unified MeetingPlace for Microsoft Outlook は、 英語と日本語をサポート しています。  

システム要件

表 1 に、 Cisco Unified MeetingPlace for Microsoft Outlook のシステム要件を示します。

表 1 システム要件

コンポーネン ト 要件

音声会議プラッ ト フォーム • Cisco Unified MeetingPlace 8100 シリーズ 

• Cisco Unified MeetingPlace Conference User Interface 
© 2007 Cisco Systems, Inc. All right reserved.
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発注情報

シスコ製品の購入方法の詳細は、 「発注方法」 を参照してください。

表 2 に、 Cisco Unified MeetingPlace for Microsoft Outlook アプリ ケーシ ョ ンの発注情報を示します。

表 2 発注情報

サービスおよびサポート

シスコは、 お客様がそのネッ ト ワーク  サービスを最大限に活用するため、各種サービス  プログラムを用意しています。 これら

のサービスは、 スタ ッフ、 プロセス、 ツールをそれぞれに組み合わせて提供され、 お客様から高い評価を受けています。 ネッ

ト ワークへの投資を無駄にするこ とな く、 ネッ ト ワーク運用を最適化しネッ ト ワーク  インテ リジェンスの強化や事業拡張を進

めていただくためにシスコのサービスをぜひお役立てください。サービスについての詳細は、以下の URL を参照してください。

テクニカル サポート  サービス

http://www.cisco.com/jp/go/tac/

サービス  プログラム

http://www.cisco.com/jp/service/contact/

MCS サーバ プラッ ト フォーム Cisco 7835 または 7845 MCS （詳細については、 Cisco Unified MeetingPlace Web Conferencing のデー

タ  シートを参照）

アプリケーシ ョ ン ソフ トウェア • Microsoft Outlook 2000、 2002 （XP）、 または 2003 

• Microsoft Exchange Server 2000 または 2003

製品名 製品番号

Cisco Unified MeetingPlace for Microsoft Outlook MP-OUTLOOK-5.4

コンポーネン ト 要件
© 2007 Cisco Systems, Inc. All right reserved.
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